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主婦の個人的空問の希望像一家族の自立を可能にするための住居計画的研究（２）
○町田玲子

　（京都府立大）

＜目的＞前報（＊）において個人的空間の所有の実態、および必要性について報告した。

本報では個人的空間を必要とする主婦層（個人的空間を持っている主婦の約９割、持って

いない主婦の約６割）の個人的空間に対する希望像について明らかにすることを目的とす
る。主婦が個人的空間を確保することにより、本人の社会的自立はもとより家族の生活的

自立の育成についてもより可能になるものと思われる。本研究は、これからの家族に相応
しい住宅像を考えるための一資料とするものである。

〈方法＞京都府立大学生活科学分野の卒業生（1953～1993年）を主とする主婦、計1526名

を調査対象とし郵送によるアンケート調査を実施（アンケート用紙の有効回収数807、回

収率は52.9%）。その際自分が希望する個人的空間について図示もしくは文章で自由記入

することを依頼、記入のあった例について検討する。調査年月1994年10月。
＜結果＞調査対象者の概要は前報と同じ。

①「他室から独立した個室」を理想の個人的空間とする主婦は、個人的空間を持つ主婦の

５割弱、個人的空間を持だない主婦の４割弱であった。②個人的空間の場所は、ＫやＬと

の位置関係を重視している例がとくに多いが、個人的空間をすでに持っている主婦の場合、

　「玄関の近く」「寝室の一角」のように家事労働領域から離れた位置を望む例が比較的多

い。③ＫやＬとの位置関係は、それぞれの中の一角ではなく、また近くに離れるでもなく、

隣接希望が比較的高率である。④置きたいものとして、机、本棚、収納棚がとくに多い。
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青年における個塞の装飾行為と
　自己表出性の関係

　　　小俣　謙二（名古屋文理短大）
　空間による自己表出性は、自我発違や精神衛生、空間への愛着形成と間連するとされ。

住空間のなわばり行動論的解釈では重要な位置を占めている。しかしその反面、自己表出

性の具体的な行動的指標についてはあまり議論されていないのが実状である。したがって、

自己表出性のより客観的な行動的指標を見いだすことは、今後の住空間研究にとって意義

があると思われる。

　このような意図から、筆者は青年の個室使用に関する調査のうち、個室の装飾行為と部

屋の自己表出性の評価との関係について分析を行うた。

　被調査者は大学1・2年の男子114名と女子75名である。14の個室の装飾行為の有無と自室

の自己表出性に関する評価との関連を分析した。

　その結果、装飾行為の数と自己表出性の評価では男女とも正の相間がみられ、装飾行為

が多いほど評価も高かった。しかし、個々の行為については自己表出性の評価との関係は

さまざまであり、性差もみられた。男女に共通して自己表出性と関違した行為は「部屋の

色を好きな色で統一する」「ポスターを貼るＪ　「趣味に関連したものを貼る」「植物を置

く」「整頓しておく」であった、また、自己表出性と関連する行為の数は男子の方が多か

った。
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